
挙手したものの、言いたかったことを上手く言えなかった子、考えがまとまらずに言いよどむ子、

その姿を見て「きっと A 君はこんなことを言いたかったんじゃないか」とフォローする子、学習内容

と的外れなことを言い出す子、それに対して軌道修正を試みる子・・・優等生的な発言だけではな

い多様な発言も教師によって許容され、子ども達もお互いの発言を否定せず尊重しあい、支えあ

う授業。私たち教員は、そんな授業を目指し日々授業に臨んでいます。 

このような授業は短期間でできるものではなく、子ども一人一人と丁寧にかかわり、子どもの

良さを引き出し、共感的に声をかける教師の存在と、そのような教師の姿を見て育ちその良さを

学んできて、集団としての心地よさを感じている子ども達の存在、この両方があってこそできるも

ののように思います。 

子ども達は、みんなで学ぶことの楽しさや人との適切なかかわり、人それぞれの違いに新たな

発見や安心できる仲間との活動に価値を見いだすことができたとしたら、確かな学びのある授業

が子ども達にとっても、理想的な授業となるでしょう。個々の違いを尊重し合う対等な関係性は、

学級という集団づくりにおいて、同調圧力のない自由さをもたらすことにつながると考えます。 

授業は、間違いを手がかりにみんなで修正・更新しながらゴールを目指すものです。たとえ、う

まく発言できなくても、教師や友達に認められさえすれば、その後の姿勢が前のめりになるのが

子どもです。発言している友達の話に耳を傾けて、「うんうん」とうなずいたり、考えがまとまらず、

しどろもどろになってもその子が何を言い出すのかをじっと待っていたり、たとえ発言が間違って

いても否定せずに応援する。学力テストでは計れない、学力よりも大事なやる気、意欲などを育て

る「子ども達みんなが参加できる授業」をこれからも目指して参ります。 

 

                                     

  当初児童は、保護者公開のビデオを教室で鑑賞する予

定でしたが、テレビでは味わえない臨場感や迫力のある

音、そして他の学年のがんばっている様子を生で観ること

は、教育的効果も大きいと判断し、児童公開日（１４日）を

設けることにしました。また、昨年から地域の方々へのご案

内も滞っていたため、同じ日に地域公開として、お世話に

なっている町会の方や交通指導の方、民生委員の方々に

もご都合つく限り観覧していただくことにしています。 

 

 周知の通り、登校前に暴風警報が出された場

合、室蘭市内の小中学校は臨時休校となります。

また、児童登校後に警報発令があった場合、児童

の下校時の安全が危ぶまれますので、児童のお

迎えをお願いすることになります。 

先日は、課業中に警報発令があり急遽保護者

のお迎えをお願いしました。初めてのことでし

たが特に事故や混乱なく無事児童を帰宅させる

ことができました。お忙しい中、迅速な対応をあ

りがとうございました。 

 今回は、お迎えまで児童が長時間学校に滞在

する可能性があったため事前にお知らせしてい

た『緊急時児童引き渡し』の内容と若干異なる対

応（児童は教室待機）とさせていただきました。 

今後も同様のケースの場合、基本的に児童は

教室待機とし玄関事務窓口より放送で呼び出

し、児童玄関で引き取る形としますのでご承知

おきください。（スクール児童館登録児童は、体

育館玄関で引き取りです。） 
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北海道室蘭市立白蘭小学校 学校便り 
  

【学校教育目標】 
・深く学ぶ子 
・心豊かな子 
・健康な子  
・未来をつくる子 

ホームページは、「白蘭小学校」で検索するとすぐ見つかります。 



体育委員会では、コロナ対策として今年も体育館器具庫の整理と用

具の消毒作業をしてくれました。ボールやコーン、フラフープの輪など、

消毒液をしみこませた雑巾でていねい拭きました。本校は、バスケットボ

ールやサッカーボールなどのボールの数がとても多くて大変そうでした

が、みんなが使う様子を思い浮かべながら丁寧に拭いていました。 

 

 

 本番まで残りわずかと

なり、練習も佳境に入って

きました。練習を始めた頃

は、先生の指示や指導をも

とに進めていましたが、最

終確認の段階に入ると、演

奏や歌、台詞などが自分た

ちのものとなり、自分たち 

図書委員会の最大の目的は、みんなに

本好きになってもらうことです。そのた

めに色々な取り組みをしています。 

おすすめ本の紹介もそのひとつです。 

図書室前には、図書委員おすすめの本

と内容を紹介するカードが貼ってあり

ます。たくさんの人が本に興味を持って

くれるといいですね。 

が主役としてがんばるんだという気持ちが強くなってきています。けしてやらされてい

るのではなく、見ている人達に喜んでもらいたい、感動してもらいたい、楽しんでもら

いたいという気持ちに子ども達自身がなることがとても大事だと考え、それを目指して

指導しています。練習では、多少の厳しさもありながら、できてきた部分、上手くいっ

ている部分を褒めながら自信をつけさせ、生き生きと発表できるよう取り組んでいきま

す。ご期待ください。 

 子ども達は、修学旅行や体験教室などで学んだことを一人一

人新聞にまとめています。6 年生は修学旅行、5 年生は自然体

験教室、4 年生はウポポイの見学、3 年生は生き物学習、2 年

生はパン工場などです。あらかじめ子ども達は学習のまとめと

して新聞をつくることを目標にしているため、体験の場面では

一生懸命メモをとったり、感想を書いたり真剣です。 

 できあがった新聞には、体験学習で学んでわかったことやそ

のとき感じたことなどを記載、写真も効果的に使い、レイアウ

トも工夫し更に、人に見てもらうことも意識しながらとても丁

寧に仕上げています。 

  

 

  


